
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
「
手
賀
沼
地
区
」
に
よ
り
改

修
さ
れ
る
排
水
機
場
及
び
揚
水
機
場
等
の
基
幹
施
設
は
、

昭
和
二
十
一
年
に
着
工
し
た
国
営
手
賀
沼
干
拓
土
地
改
良

事
業
に
よ
り
干
拓
地
造
成
に
併
せ
て
整
備
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
農
業
及
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
完
成
後
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
地

盤
沈
下
や
都
市
化
に
伴
う
流
出
形
態
の
変
化
に
よ
る
排

水
能
力
不
足
や
揚
水
機
場
の
不
同
沈
下
等
に
よ
り
揚
水

機
能
が
低
下
し
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
す

な
ど
地
域
の
防
災
上
、
ま
た
営
農
上
の
支
障
を
来
し
て
い

る
。

　「
手
賀
沼
地
区
」
で
は
、
こ
れ
ら
機
能
低
下
が
生
じ
て

い
る
基
幹
施
設
の
改
修
を
行
う
と
共
に
、
首
都
圏
に
お
い

て
近
い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
大
規
模
地
震
に

備
え
た
耐
震
化
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

1
　「
手
賀
沼
地
区
」
の
概
要

　

本
地
区
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
す
る
船
橋
市
、
松

戸
市
、
柏
市
、
流
山
市
、
八
千
代
市
、
我
孫
子
市
、
鎌
ケ

谷
市
、
印
西
市
及
び
白
井
市
の
九
市
を
受
益
地
と
し
て
お

り
、
受
益
面
積
は
三
、八
四
五
ha
（
水
田
二
、四
九
三
ha
：

畑
一
、三
五
二
ha
）
で
あ
る
。

　

手
賀
沼
流
域
は
、
干
拓
に
よ
り
手
賀
沼
と
下
手
賀
沼
に

分
か
れ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
手
賀
沼
に
は
大
堀
川
や
大

津
川
な
ど
の
河
川
が
注
ぎ
、
そ
の
下
流
が
手
賀
川
と
な
る
。

下
手
賀
沼
で
は
、
金
山
落
な
ど
が
注
ぎ
、
下
手
賀
川
を
経

て
手
賀
川
に
合
流
す
る
。
手
賀
沼
流
域
の
排
水
は
、
最
下

流
部
に
あ
る
手
賀
排
水
機
場
地
点
か
ら
利
根
川
に
排
水
さ

れ
て
い
る
。

　

手
賀
沼
の
沼
面
積
は
約
六
・
五
㎢
、
水
深
は
最
大
三
・
八

m
、
平
均
〇
・
八
六
m
で
、
湖
沼
法
指
定
流
域
面
積
は
約

一
四
四
㎢
で
あ
り
、
周
囲
を
水
田
と
こ
れ
に
連
な
る
標
高

二
〇
〜
三
〇
m
に
広
が
る
台
地
の
畑
や
宅
地
等
に
囲
ま
れ

て
い
る
。

　

本
地
区
の
農
業
は
、
手
賀
沼
に
接
し
た
優
良
な
水
田
地

帯
に
お
い
て
、
早
場
米
の
「
ふ
さ
お
と
め
」、「
ふ
さ
こ
が

ね
」、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
る
と
と

も
に
、
畑
地
帯
で
は
、
千
葉
県
が
全
国
生
産
量
一
位
を
誇

る
ね
ぎ
、
か
ぶ
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
等
が
生
産
さ
れ
、
有
数

な
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
県
が
全
国
一
位
の

栽
培
面
積
と
収
穫
量
を
誇
る
「
日
本
な
し
」
も
、
地
区
内

手
賀
沼
地
区
を
徹
底
調
査

飛
島
建
設
株
式
会
社　

首
都
圏
土
木
支
店

田
中
　
宏

将来展望国営事業地区の

が
主
要
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

千
葉
県
で
は
、
本
地
区
の
営
農
条
件
の
改
善
を
図
る
た

め
、
野
菜
等
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
も
展
開
さ
れ
、

大
規
模
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
、
転
作
に
よ
る
ね
ぎ
等
の
高
収
益
作
物
の
作
付
け
な
ど
、

産
地
収
益
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
　
国
営
手
賀
沼
干
拓
土
地
改
良
事
業（
前
歴
事
業
）

　

国
営
手
賀
沼
干
拓
土
地
改
良
事
業
（
昭
和
二
十
一
年
〜

昭
和
四
十
三
年
、
当
初
受
益
二
、九
一
四
ha
）
は
、
終
戦

直
後
の
食
料
不
足
と
混
乱
し
た
社
会
情
勢
に
対
処
す
る
た

め
の
食
糧
増
産
政
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
水
田
造
成
四
三
五
ha
が
実

施
さ
れ
た
他
、
そ
れ
ま
で
利
根
川
増
水
時
に
は
、

不
可
能
で
あ
っ
た
手
賀
沼
か
ら
の
排
水
を
可
能

と
し
た
手
賀
排
水
機
場
の
整
備
、
地
区
内
の
水

田
の
適
正
な
水
位
を
維
持
す
る
た
め
の
揚
排
兼

用
機
場
二
箇
所
、
揚
水
機
場
六
箇
所
、
洪
水
調

節
と
用
水
源
と
し
て
の
貯
留
機
能
を
併
せ
持
つ

手
賀
沼
調
節
水
門
等
が
整
備
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
ほ

場
整
備
事
業
や
排
水
条
件
の
変
化
に
対
応
し
た

湛
水
防
除
事
業
な
ど
の
実
施
、
さ
ら
に
既
存
用

水
施
設
の
整
理
統
合
に
よ
る
末
端
部
ま
で
の
用

水
系
統
の
改
良
も
行
わ
れ
、
現
在
の
手
賀
沼
周
辺
の
農
業

基
盤
が
確
立
さ
れ
た
。

3
　
基
幹
施
設
の
現
状

　
「
手
賀
沼
地
区
」
の
基
幹
施
設
は
、
千
葉
県
及
び
昭
和

二
十
七
年
に
設
立
さ
れ
た
手
賀
沼
土
地
改
良
区
に
よ
り
管

理
さ
れ
て
き
た
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
変
化
や
施
設

の
機
能
低
下
に
よ
り
維
持
管
理
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

当
地
区
で
は
、
周
辺
地
域
の
昭
和
四
十
年
代
前
半
か
ら

人
口
増
に
よ
る
都
市
化
の
急
激
な
進
展
に
よ
り
、
降
雨
時

に
沼
に
流
入
す
る
排
水
量
が
年
々
増
大
し
、
湛
水
被
害
が

頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
平
成
二
十
五

年
の
台
風
二
六
号
で
は
、約
一
、〇
〇
〇
ha
に
も
及
ぶ
農
地

の
湛
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
既
設
の
排
水
機
場
の
排

水
能
力
の
限
界
を
は
る
か
に
超
え
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
地
、
用
排
水
施
設
は
干
拓
地
で
あ
る
が
た
め

に
、
造
成
後
に
地
盤
沈
下
が
徐
々
に
発
生
し
、
現
在
、
平

均
で
一
・
〇
m
前
後
の
沈
下
が
農
地
や
用
排
水
施
設
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
地
区
全
体
で
機
能
低
下
が
著
し
い
。

4
　
主
要
工
事
計
画

　

本
事
業
で
は
、
機
能
が
低
下
し
て
い
る
農
業
用
用
排
水

施
設
の
改
修
と
併
せ
て
耐
震
化
対
策
を
行
い
、
農
地
の
湛

水
被
害
の
軽
減
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
、
も
っ
て
国
土
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
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。

　

ま
た
、
農
地
、
用
排
水
施
設
は
干
拓
地
で
あ
る
が
た
め

に
、
造
成
後
に
地
盤
沈
下
が
徐
々
に
発
生
し
、
現
在
、
平

均
で
一
・
〇
m
前
後
の
沈
下
が
農
地
や
用
排
水
施
設
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
地
区
全
体
で
機
能
低
下
が
著
し
い
。

4
　
主
要
工
事
計
画

　

本
事
業
で
は
、
機
能
が
低
下
し
て
い
る
農
業
用
用
排
水

施
設
の
改
修
と
併
せ
て
耐
震
化
対
策
を
行
い
、
農
地
の
湛

水
被
害
の
軽
減
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
、
も
っ
て
国
土
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

【干 拓 前】

手賀沼

利根川

利根川

揚水機場に発生している地盤沈下揚水機場に発生している地盤沈下

金山落水路（平成25年10月台風26号）金山落水路（平成25年10月台風26号）

手賀沼

手賀川

下手賀沼

第一干拓地

第二干拓地

【干 拓 後】
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て
お
り
、
主
要
工
事
計
画
は
（
表
1
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
手
賀
沼
調
節
水
門
の
撤
去
も
計
画
し
て
い

る
。
事
業
工
期
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま

で
の
一
二
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
事
業
の
全
体
概
要
図

は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
手
賀
排
水
機
場

　

地
区
の
最
下
流
に
位
置
す
る
。
排
水
量
の
増
大
に
対
応

す
る
た
め
、
新
機
場
を
旧
設
機
場
と
重
な
る
場
所
に
整
備
。

旧
機
場
を
使
用
し
な
が
ら
段
階
的
に
取
り
壊
し
、
新
機
場

に
機
能
を
移
行
す
る
。
基
本
設
計
段
階
で
は
以
下
の
と
お

り
。

﹇
ポ
ン
プ
﹈

•
立
軸
斜
流 

高
Ns 

径
二
、八
〇
〇
㎜
×
一
台

•
立
軸
斜
流 

高
Ns 

径
二
、六
〇
〇
㎜
×
一
台

•
立
軸
斜
流 

高
Ns（
可
変
翼
） 

径
二
、六
〇
〇
㎜
×
一
台

•
排
水
量
：
六
二
㎥
／
s
（
現
況
四
〇
㎥
／
s
）

•
計
画
最
高
実
揚
程
：
八
・
〇
七
m

﹇
建
屋
﹈

•
床
面
積 

六
九
〇
㎡
、
鉄
骨
造

⑵
手
賀
第
二
揚
排
水
機
場

　

地
盤
沈
下
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧
施
設
は
撤
去
し
東

側
に
新
機
場
を
設
置
。
基
本
設
計
段
階
で
は
以
下
の
と
お
り
。

﹇
ポ
ン
プ
﹈

•
横
軸
斜
流
（
洪
水
用
）
：
径
一
、二
〇
〇
㎜

×
三
台
（
三
･
〇
㎥
×
／
s
／
台
）

•
立
軸
斜
流
（
常
時
排
水
用
）
：
径
五
〇
〇
㎜

×
二
台
（
〇
･
五
一
㎥
／
s
／
台
）

﹇
建
屋
﹈

•
床
面
積 

三
四
六
㎡
、
R
C
造

⑶
泉
揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧
施
設
を
撤
去
し
、

隣
接
位
置
に
機
場
、
吐
水
槽
を
新
設
。

•
用
水
量
：
二
･
五
㎥
／
s
（
現
況
二
･
一
㎥
／
s
）

⑷
都い

ち

部ぶ

新し
ん

田で
ん

揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
及
び
土
砂
堆
積
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧

施
設
を
撤
去
し
、
機
場
及
び
吐
水
槽
は
移
設
し
新
設
。

•
用
水
量
一
･
一
㎥
／
s
（
現
況
〇
・
九
㎥
／
s
）

手賀排水機場の新設予定地

手賀第二揚排水機場の新設予定地

図 1

表 1　主要工事計画

1. 受益面積 3,845ha

2. 受益者数 5,945人

3.  主要工事
計画

工　種 数　量 事業費

排水機場（改修） 2箇所 20,900百万円

揚水機場（改修） 3箇所 9,800百万円

排水路（改修） 2.45km 8,700百万円

水管理システム
（改修）

1式 600百万円

4.  国営総事
業費

40,000百万円

利根川に排水
利根川に排水

将来展望国営事業地区の

⑸
小
森
揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
及
び
土
砂
堆
積
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧

施
設
を
撤
去
し
、
機
場
及
び
吐
水
槽
は
移
設
し
新
設
。

•
用
水
量
：
一
･
三
㎥
／
s
（
現
況
一
・
一
㎥
／
s
）

⑹
金
山
落
水
路

　

排
水
機
能
低
下
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
の
改
修
で
、

排
水
路
の
拡
幅
、
堤
防
の
嵩
上
整
備
。

•
排
水
量
：
三
一
･
二
㎥
／
s（
現
況
一
六
･
三
㎥
／
s
）

⑺
手
賀
沼
調
節
水
門

　

既
設
調
節
水
門
（
延
長
約
一
〇
〇
m
、
可
動
部
ゲ
ー
ト

一
〇
㎥
×
三
門
、
船
通
水
門
、
管
理
橋
）
の
撤
去
。

5
　 

手
賀
沼
地
区
の
早
期
完
了
に
向
け
て

　

本
地
区
を
含
む
手
賀
沼
周
辺
地
域
は
、
大
消
費
地
の
首

都
圏
に
隣
接
し
て
お
り
、
食
料
供
給
基
地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
他
方
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
優

良
農
地
の
減
少
や
新
規
就
農
者
数
を
大
幅
に
上
回
る
ペ
ー

ス
で
進
む
離
農
者
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
千
葉

県
で
は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
将
来
を
左
右
す
る
「
優
良

農
地
並
び
に
多
様
な
担
い
手
の
確
保
」
を
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
優
良
な
水
田

地
帯
が
広
が
る
本
地
区
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
流
域
開
発
に
よ
る
降
雨
時
の
流
出
量

の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
地
域
全
体
の
排
水
を
担
う

本
地
区
の
排
水
施
設
や
洪
水
調
節
機
能
を
併
せ
持
つ
水
田

の
防
災
上
の
役
割
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
の
実
施
が
、
地
域
農
業
の
維
持
、
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
・
減
災
上
の
安
心
・

安
全
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
本
事
業
の
早
期
の
完
了

が
望
ま
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

• 

手
賀
沼
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会　

手
賀
沼
干
拓
物
語【
前

編
】
及
び
【
後
編
】　

• 

農
林
水
産
省　

国
営
土
地
改
良
事
業
等
の
事
前
評
価　

地
区
別
評
価
結

果
（
令
和
二
年
九
月
）

• 

手
賀
沼
農
地
防
災
事
業
所　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
手
賀
沼
地
区
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

　

手
賀
沼
地
域
の
歴
史
は
、
水
害
と
の
闘
い
の
歴
史
で
も
あ
り
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
干
拓
し
て
は
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
繰
り
返
さ
れ
、
水
害
克
服
は
地
域
の
悲
願
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昭
和
二
十
一
年
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
印
旛
沼
手

賀
沼
干
拓
事
業
が
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
に
四
三
五
ha
の
干
拓
地

と
二
、四
七
九
ha
の
用
排
水
受
益
地
が
開
発
、
こ
れ
に
よ
り
、
頻
発
し

て
い
た
水
害
も
な
く
な
り
、
沼
よ
り
高
い
位
置
の
水
田
に
も
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
用
水
供
給
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
地
域
に
と
っ
て
画

期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

当
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
手
賀
沼
普
通
水
利

組
合
が
昭
和
二
十
四
年
の
土
地
改
良
法
の
制
定
に
よ
り
昭
和
二
十
七
年

に
千
葉
県
手
賀
沼
土
地
改
良
区
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
干

拓
地
及
び
沼
周
辺
の
洪
水
被
害
の
防
止
並
び
に
安
定
し
た
用
水
供
給
に

資
す
る
た
め
、
揚
排
水
機
場
の
運
転
管
理
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
手
賀
沼
地
域
の
洪
水
被
害
防
止
と
安
定
し
た

営
農
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
手
賀
沼
周
辺
の
都
市
化
の
影
響
に
よ
る
大

雨
時
の
沼
へ
の
流
入
量
の
増
大
に
よ
り
既
設
の
排
水
機
場
で
は
十
分
に

対
応
で
き
ず
湛
水
被
害
の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、

用
排
水
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
最
大
一
・
七
m
も
の
地
盤
沈
下
に
よ
る

用
排
水
路
の
滞
留
や
溢
水
等
で
機
能
低
下
が
著
し
く
、
農
家
や
土
地
改

良
区
の
維
持
管
理
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
、
一
刻
も
早
い
施
設
の
更

新
・
整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
関
係
九
市
、
国
及
び
県
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
令
和
三

年
八
月
に
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
手
賀
沼
地
区
が
着
工
し
、
排
水
機

場
の
改
修
に
併
せ
た
耐
震
化
に
加
え
、
最
下
流
の
手
賀
排
水
機
場
で
は

排
水
能
力
が
四
〇
㎥
/
s
か
ら
六
二
㎥
/
s
に
増
強
さ
れ
る
と
と
も
に
、

三
つ
の
揚
水
機
場
や
用
排
水
路
も
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
手
賀
沼
地
域
の
安
心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
維
持
管
理
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
、
当
土
地
改
良
区
の
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
受
益
者
に
と
っ
て

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

本
事
業
の
早
期
の
完
成
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
築
き
上
げ

て
き
た
偉
大
な
地
域
遺
産
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
本
地
域
の
発

展
に
今
後
と
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋山　茂 氏
千葉県手賀沼土地改良区

理事長

水稲の生産が行われている第二干拓地

早期の改修を待ち望む地元の声
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て
お
り
、
主
要
工
事
計
画
は
（
表
1
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
手
賀
沼
調
節
水
門
の
撤
去
も
計
画
し
て
い

る
。
事
業
工
期
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま

で
の
一
二
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
事
業
の
全
体
概
要
図

は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
手
賀
排
水
機
場

　

地
区
の
最
下
流
に
位
置
す
る
。
排
水
量
の
増
大
に
対
応

す
る
た
め
、
新
機
場
を
旧
設
機
場
と
重
な
る
場
所
に
整
備
。

旧
機
場
を
使
用
し
な
が
ら
段
階
的
に
取
り
壊
し
、
新
機
場

に
機
能
を
移
行
す
る
。
基
本
設
計
段
階
で
は
以
下
の
と
お

り
。

﹇
ポ
ン
プ
﹈

•
立
軸
斜
流 

高
Ns 

径
二
、八
〇
〇
㎜
×
一
台

•
立
軸
斜
流 

高
Ns 

径
二
、六
〇
〇
㎜
×
一
台

•
立
軸
斜
流 

高
Ns（
可
変
翼
） 

径
二
、六
〇
〇
㎜
×
一
台

•
排
水
量
：
六
二
㎥
／
s
（
現
況
四
〇
㎥
／
s
）

•
計
画
最
高
実
揚
程
：
八
・
〇
七
m

﹇
建
屋
﹈

•
床
面
積 

六
九
〇
㎡
、
鉄
骨
造

⑵
手
賀
第
二
揚
排
水
機
場

　

地
盤
沈
下
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧
施
設
は
撤
去
し
東

側
に
新
機
場
を
設
置
。
基
本
設
計
段
階
で
は
以
下
の
と
お
り
。

﹇
ポ
ン
プ
﹈

•
横
軸
斜
流
（
洪
水
用
）
：
径
一
、二
〇
〇
㎜

×
三
台
（
三
･
〇
㎥
×
／
s
／
台
）

•
立
軸
斜
流
（
常
時
排
水
用
）
：
径
五
〇
〇
㎜

×
二
台
（
〇
･
五
一
㎥
／
s
／
台
）

﹇
建
屋
﹈

•
床
面
積 

三
四
六
㎡
、
R
C
造

⑶
泉
揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧
施
設
を
撤
去
し
、

隣
接
位
置
に
機
場
、
吐
水
槽
を
新
設
。

•
用
水
量
：
二
･
五
㎥
／
s
（
現
況
二
･
一
㎥
／
s
）

⑷
都い

ち

部ぶ

新し
ん

田で
ん

揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
及
び
土
砂
堆
積
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧

施
設
を
撤
去
し
、
機
場
及
び
吐
水
槽
は
移
設
し
新
設
。

•
用
水
量
一
･
一
㎥
／
s
（
現
況
〇
・
九
㎥
／
s
）

手賀排水機場の新設予定地

手賀第二揚排水機場の新設予定地

図 1

表 1　主要工事計画

1. 受益面積 3,845ha

2. 受益者数 5,945人

3.  主要工事
計画

工　種 数　量 事業費

排水機場（改修） 2箇所 20,900百万円

揚水機場（改修） 3箇所 9,800百万円

排水路（改修） 2.45km 8,700百万円

水管理システム
（改修）

1式 600百万円

4.  国営総事
業費

40,000百万円

利根川に排水
利根川に排水

将来展望国営事業地区の

⑸
小
森
揚
水
機
場

　

地
盤
沈
下
及
び
土
砂
堆
積
に
よ
る
機
能
低
下
の
た
め
旧

施
設
を
撤
去
し
、
機
場
及
び
吐
水
槽
は
移
設
し
新
設
。

•
用
水
量
：
一
･
三
㎥
／
s
（
現
況
一
・
一
㎥
／
s
）

⑹
金
山
落
水
路

　

排
水
機
能
低
下
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
の
改
修
で
、

排
水
路
の
拡
幅
、
堤
防
の
嵩
上
整
備
。

•
排
水
量
：
三
一
･
二
㎥
／
s（
現
況
一
六
･
三
㎥
／
s
）

⑺
手
賀
沼
調
節
水
門

　

既
設
調
節
水
門
（
延
長
約
一
〇
〇
m
、
可
動
部
ゲ
ー
ト

一
〇
㎥
×
三
門
、
船
通
水
門
、
管
理
橋
）
の
撤
去
。

5
　 

手
賀
沼
地
区
の
早
期
完
了
に
向
け
て

　

本
地
区
を
含
む
手
賀
沼
周
辺
地
域
は
、
大
消
費
地
の
首

都
圏
に
隣
接
し
て
お
り
、
食
料
供
給
基
地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
他
方
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
優

良
農
地
の
減
少
や
新
規
就
農
者
数
を
大
幅
に
上
回
る
ペ
ー

ス
で
進
む
離
農
者
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
千
葉

県
で
は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
将
来
を
左
右
す
る
「
優
良

農
地
並
び
に
多
様
な
担
い
手
の
確
保
」
を
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
優
良
な
水
田

地
帯
が
広
が
る
本
地
区
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
流
域
開
発
に
よ
る
降
雨
時
の
流
出
量

の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
地
域
全
体
の
排
水
を
担
う

本
地
区
の
排
水
施
設
や
洪
水
調
節
機
能
を
併
せ
持
つ
水
田

の
防
災
上
の
役
割
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
の
実
施
が
、
地
域
農
業
の
維
持
、
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
・
減
災
上
の
安
心
・

安
全
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
本
事
業
の
早
期
の
完
了

が
望
ま
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

• 

手
賀
沼
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会　

手
賀
沼
干
拓
物
語【
前

編
】
及
び
【
後
編
】　

• 

農
林
水
産
省　

国
営
土
地
改
良
事
業
等
の
事
前
評
価　

地
区
別
評
価
結

果
（
令
和
二
年
九
月
）

• 

手
賀
沼
農
地
防
災
事
業
所　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
手
賀
沼
地
区
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

　

手
賀
沼
地
域
の
歴
史
は
、
水
害
と
の
闘
い
の
歴
史
で
も
あ
り
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
干
拓
し
て
は
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
繰
り
返
さ
れ
、
水
害
克
服
は
地
域
の
悲
願
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昭
和
二
十
一
年
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
印
旛
沼
手

賀
沼
干
拓
事
業
が
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
に
四
三
五
ha
の
干
拓
地

と
二
、四
七
九
ha
の
用
排
水
受
益
地
が
開
発
、
こ
れ
に
よ
り
、
頻
発
し

て
い
た
水
害
も
な
く
な
り
、
沼
よ
り
高
い
位
置
の
水
田
に
も
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
用
水
供
給
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
地
域
に
と
っ
て
画

期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

当
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
手
賀
沼
普
通
水
利

組
合
が
昭
和
二
十
四
年
の
土
地
改
良
法
の
制
定
に
よ
り
昭
和
二
十
七
年

に
千
葉
県
手
賀
沼
土
地
改
良
区
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
干

拓
地
及
び
沼
周
辺
の
洪
水
被
害
の
防
止
並
び
に
安
定
し
た
用
水
供
給
に

資
す
る
た
め
、
揚
排
水
機
場
の
運
転
管
理
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
手
賀
沼
地
域
の
洪
水
被
害
防
止
と
安
定
し
た

営
農
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
手
賀
沼
周
辺
の
都
市
化
の
影
響
に
よ
る
大

雨
時
の
沼
へ
の
流
入
量
の
増
大
に
よ
り
既
設
の
排
水
機
場
で
は
十
分
に

対
応
で
き
ず
湛
水
被
害
の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、

用
排
水
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
最
大
一
・
七
m
も
の
地
盤
沈
下
に
よ
る

用
排
水
路
の
滞
留
や
溢
水
等
で
機
能
低
下
が
著
し
く
、
農
家
や
土
地
改

良
区
の
維
持
管
理
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
、
一
刻
も
早
い
施
設
の
更

新
・
整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
関
係
九
市
、
国
及
び
県
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
令
和
三

年
八
月
に
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
手
賀
沼
地
区
が
着
工
し
、
排
水
機

場
の
改
修
に
併
せ
た
耐
震
化
に
加
え
、
最
下
流
の
手
賀
排
水
機
場
で
は

排
水
能
力
が
四
〇
㎥
/
s
か
ら
六
二
㎥
/
s
に
増
強
さ
れ
る
と
と
も
に
、

三
つ
の
揚
水
機
場
や
用
排
水
路
も
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
手
賀
沼
地
域
の
安
心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
維
持
管
理
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
、
当
土
地
改
良
区
の
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
受
益
者
に
と
っ
て

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

本
事
業
の
早
期
の
完
成
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
築
き
上
げ

て
き
た
偉
大
な
地
域
遺
産
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
本
地
域
の
発

展
に
今
後
と
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋山　茂 氏
千葉県手賀沼土地改良区

理事長

水稲の生産が行われている第二干拓地

早期の改修を待ち望む地元の声
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